




　被告人は、妻 B の実子 A（当時 8 歳）と養子縁組をしていたが、遅くとも平成
25年 4 月頃から B と共に A を鎖で拘束するようになり、また、しつけと称して
A を殴るなど、暴力を振るうこともあった。本件前日の平成26日10月 7 日の夜







一端を取って、被告人に渡すなどした。被告人は、A から渡された鎖を A の腰
部付近にきつく巻付け、南京錠を掛けて拘束した。鎖で居間につながれた同人の













藤 井 智 也
218　　早法 93 巻 4 号（2018）





































































（ 1 ）　最決平成28年 1 月15日　LEX/DB 25542521。











































































案で逮捕罪のみの成立を認めた裁判例（さいたま地判平成29年 5 月25日 LEX/DB25545983）
もある。













































































































〔付記〕校正段階で、秋山紘範「判批」新報124巻 7 ・ 8 号（2017年）201頁以下、
森永真綱「逮捕・監禁に対する被害者の同意」増田豊古稀『市民的自由のための市
民的熟議と刑事法』（2018年）293頁以下に接した。
（ 8 ）　児童虐待事例においては、虐待を避けるためにより軽度の法益侵害に同意した先述の
場合の他にも、被害児童が親の（一時的な）愛情を勝ち取るために法益侵害に同意するな
ど、承諾を取り巻く様々な事情が考えられる。そして、どのような利害の衡量の場合に承諾
の真意性を否定すべきかは、必ずしも明らかではない。害を避けるための甘受と、苛烈な環
境下で唯一与えられる救いにすがることを比較すれば、害を避けたか利益を得たかという比
較は本質的でないと考えられる。
（ 9 ）　佐藤陽子「判批」『平成28年度重要判例解説』（2017）175頁。
（10）　佐藤・前掲注 5 ）175頁。
